
11クラブの選手から収集した課題のうち、当日発表された20の課題の中で、

参加者から最も関心の高かった課題ベスト５

2022年1月18日
公益社団法人日本女子プロサッカーリーグ

第2回 WE ACTION MEETING

1 サッカー選手の年俸や待遇、男性の方が優位問題 サッカー界において、プロ選手の給与や、練習環境等の待遇に男女間の差がある。

2 女性のスポーツ競技の放映が少ない問題
第43回皇后杯はNHK-BSの放送のみで、アンテナがないと見れないとスタッフが話してくれた。
YoutubeやJFA-TVなどのインターネット配信もなかったと聞いた。

3 チームの呼名問題
男子をトップチーム、女子をレディースチームという呼び名が気になった。
海外では女子チーム男子チームと呼んでいる例もある。

4 女の子がサッカーを続ける場が少ない問題
小6のサッカー少女と話す機会があったが、その子も中学校には女子サッカー部がないから、続
けるか迷い、少し遠いクラブチームで続けることにしたと言っていた。
男子に比べ、まだまだ女子サッカー人口は少なく、サッカーを続けられる環境も少ないと感じた。

5 女子選手がアイドルのように扱われる問題
プロ化により女子サッカー選手が様々なメディアに取り上げられるようになってきた。
選手はアスリートとして扱われるべきなのに、アイドルのように扱われることに違和感がある。


